
150年前の構内遺跡
発掘された江戸時代の武器

150年前､岡山大学の構内にはどんな風景がひろがってい

たのでしょうか｡

これまでの発掘調査からは､津島キャンパスでは1906年

に陸軍屯営地がつくられる直前まで主に田畑として利用さ

れてきたことがわかっています｡

ところが近年の出土遺物から､ときには､田畑を別の目

的でも利用していたことがわかってきました｡

上の写真左は､附属図書館の調査で出土した江戸時代の ｢棒

火矢 (ほうびや)｣です｡絵図にみられるように､鉄砲の

筒から火薬の力で発射する焼夷弾 (しょういだん)の一種

です｡

なぜ､このようなものが田畑から出てきたのでしょう?

(岩崎 志保)
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で用いる鉄砲の玉にあたります｡

図にあるように､大筒から火薬の

｡棒火矢自体にも火薬が巻きつけ

射 されたものが､地中に突き刺さ

った状態でみつかりました (表紙写真 ･下写真)｡長さ47.6センチ､直径4.3センチで､絵図と同じく木製の羽根が3枚つけられています｡棒火矢が埋まっていた周PElには煤も残っていたことから､使用直後にそのまま､埋まってしまったようです｡

㊨

末期に ｢黒船来航｣といった海外危機に直面す

ると､幕府は海防策の一環として和流砲術を盛

んに奨励するようになります｡

その結果､江戸時代初めには十派もなかった和流砲

術の流派は､幕末期には数百とも言われるほど多数に

増え､それぞれに改良を重ね､稽古に励んだことがわ

かっています｡

岡山大学で出土 した棒火矢は形の特徴から､岡山薄

に仕えた砲術流派のひとつ､ ｢藤岡流｣の種火矢とわ

かりました｡
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術の稽古は､幕府あるいは藩の統制下におかれ

ていたために､面倒な手続きが必要でした｡岡

山大学附属図書館に所蔵されている ｢池田家文庫｣にも､

｢いつ､誰が､どのような種類の稽古を行 うのか｣と

いうお窺いの書類､許可する書類､稽古後に内容を記

した書類等というように､様々な古文書が残っています｡

当然練習場である ｢町打ち場｣も決まった場所があ

りました｡岡山薄の練習場は ｢平井の杉土手｣ (現岡

山市平井) ･｢土生｣ (同岡山市津島東 4丁目) ･｢笹

が瀬｣ (同笹が瀬) ･ ｢六本松｣ (同網浜)等数カ所

が知られていますO
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それではこの出土品は.

どこから発射された
ものなのでしょう

津島キャンパス付近の ｢町打ち場｣は ｢土生｣と ｢笹

ガ瀬｣の二カ所です｡笹が瀬にはかつて ｢鉄砲場｣と

いう′ト字名がありました｡どちらも半田山の中腹から

裾野にあたり､土生は半田山の南で､出土地点からは

北方向､笹が瀬は半田山の南東で､出土地点からは西

方向に位置します｡出土品の大きさから推定される飛

距離は最大 2kmで､土生 ･笹が蘭のいずれも出土地点

は射程距離内に収まります｡玉の回収を効率よく行う

ために､おそらくこれらの町打ち場からは､山に向け

て発射するものと推測されます｡とすると､南から刺

さっていた岡大の棒火矢は､笹が瀬から発射された可

● 能性の方が高いといえるでしょう｡

い
ずれにしても､この捧火矢は､運良く回収され

ずに地中に残された､歴史の証人といえます｡

それにしても､外国船に対する防備のために突如奨

励された和流砲術､当時は真剣そのものだったかもし

レントゲン写真で見ると･･･

出土品の先端を､レントゲン写真でみてみました (下

写真)｡エックス線の透過のようすから､材質 ･厚み

に差があることがわかります｡また鉛玉には刻みが入

っていることも見て取れます｡

模式図のように､鉛玉の底面に穴を開け､木製の芯

をはめ込む､受け口を作った本体に鉛玉をはめ込むと

いった構造が考えられます｡

棒火矢は回収するという

ことから､繰 り返 し使われ

るものだったと思われます｡

木製部分が破損 したり､焼

けてしまっても､先端の金

属部分は繰 り返 し使うため

に工夫された製作方法かも

しれません｡

レントケン写真
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の樺火矢以外にも鉄砲に関連する遺物が発掘

されていました｡写真上の鉛玉 (附属図書館

出土)は､ご覧の通 りきれいな球状ではなく､いび

つな形をしています｡これは､棒火矢の先端に埋め

込む部分 ｢石突｣にあたります｡発射された棒火矢

を回収する際に､石突部分のみ地中に残ったのかも

しれません｡

写真下は鉄砲玉 (マスカットユニオン出土)です｡

出土した当時は何なのかわかっていませんでしたが､

今回棒火矢の正体が判明したことから､棒火矢とほ

ぼ同時期の鉄砲玉とわかりました｡
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棒欠失 Q&A
questions&AnゝlVerS

◎ どれくらいの威力があるの?
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城門や城壁の破壊や､焼き討ちです｡言い伝えでは

｢人馬を打ち破る｣ほどの威力があったとされます｡

また､発射するときの爆発音は､ ｢山野にこだます

る豪壮な響き｣だったようです｡

◎ 先端が尖らずに丸いのはなぜ?
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には丸く加工した鉛玉が埋め込まれていました｡下

の写真のものは､若干細身ですが､やはり先端には

丸みがあります｡火矢といっても機能としては ｢失｣
ではなく ｢鉄砲玉｣だからでしょうか｡殺傷能力よ

りも飛距離を伸ばすことに開発の重点があったのか

もしれませんね｡

◎ 現存する棒火矢はあるの?

○ 芸芸誓 芸霊霊芝慧ii'芸

納品等､博物館所蔵品 ･寺社

奉納品に数例があ ります｡そ

の他に､福岡県甘木市では ｢杯

洗抱え砲術｣が無形文化財 と

して継承されています｡発掘

出土品としては本遺跡のもの

が初めてです｡

国立歴史民俗博物溌所蔵の拝火矢

矢羽は鉄でできています｡矢羽は

鉄製のものが古く､木製の羽へと変
わります｡
岡大出土品と同じくカシの木でつ

くられています｡流派によって各部
の形が遣うのがわかります｡
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今回はかなり新しい時代のものをとりあげてみましたo出土品と絵凶 .古文書とをくらベ

ると､さらに詳しいことがわかりそうですo棒火矢の実物は､保存処理をして､センターで

妃童. 保管していますO

一一一 棒火矢については国立歴史民俗博物館の宇田川武久先生にご教示をいただきましたoまた

レントゲン写真は医学部保健学科､田口先生 .丸山先生にご協力 .ご教示を頂きましたo

■編集発行/岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

〒700-8530 岡山市津島中3丁目1番1号 TEL･FAX(086)251-7290
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